
          

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ポ
ニ
ー
・
か
つ
し
か
は
２
０
２
４
年 

　
月
５
日
（
土
）
に
葛
飾
柴
又
の
寅
さ
ん
記
念
館
で  

第
　
回
ポ
ッ
プ
ス
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
そ
こ
は
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
寅
さ
ん
た

ち
の
人
情
に
ふ
れ
た
く
な
っ
た
ら
ふ
ら
り
と
寄
り
た
い

心
の
故
郷
で
す
。  

　
そ
の
館
内
の
「
光
庭
」
会
場
で
１
３
０
席
が
満
席
と

な
り
午
後
１
時
　
分
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

　
指
揮
者
の
五
十
嵐
淳
先
生
が
寅
さ
ん
ス
タ
イ
ル
で

登
場
。
恒
例
の
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
で
始
ま
り
ユ
ー
モ

ア
に
富
ん
だ
丁
寧
な
曲
紹
介
で
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま

す
。
第
１
部
に
軽
妙
な
曲
で
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
は
筝

（
立
身
）
マ
リ
ン
バ
（
古
川
）
の
素
晴
ら
し
い
響
き
で

し
た
。
第
２
部
の
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
」
は
皆
ん
な
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
指
先
で
鍵
盤
を
た
た
い
て
文
字
を
紙

面
に
印
字
す
る
機
械
を
フ
ル
ー
ト
（
宗
）
が
担
当
し
て

演
奏
し
た
の
が
大
変
上
手
で
お
客
様
は
感
動
し
ま
し
た

と
大
好
評
で
し
た
。  

　
客
席
と
の
会
場
歌
唱
で
は
「
高
校
三
年
生
」
を
ア
ル

ト
サ
ッ
ク
ス
（
山
口
）
が
高
校
制
服
を
着
て
マ
イ
ク
使

用
で
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
こ
と
で
会
場
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に
音
楽
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
、
益
々
精
進
い
た
し
ま
す
。 

 

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ポ
ニ
ー
・
か
つ
し
か 

 

　
　
代
表
　
山
口 

善
生

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ポ
ニ
ー
・
か
つ
し
か

第
　
回
ポ
ッ
プ
ス
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

　
学
生
時
代
に
体
験
し
た
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演

奏
。
そ
こ
で
感
受
し
た
合
奏
の
愉
し
さ
、
以
来
　
年
の

空
白
を
経
て
現
在
、
取
手
Ｓ
Ｅ
で
お
世
話
様
に
な
り
音

色
も
迫
力
も
多
様
な
楽
器
群
に
埋
も
れ
ぬ
よ
う
ヨ
タ
ヨ

タ
と
早
　
年
。
漸
っ
と
自
ら
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
素
晴

ら
し
さ
や
自
身
の
立
ち
位
置
を
実
感
出
来
た
の
が
今
回

の
定
期
発
表
会
で
し
た
。 

　
好
感
溢
れ
る
我
ら
が
指
揮
者
先
生
も
時
折
語
ら
れ
る

「
音
楽
は
心
で
奏
で
る
も
の
」
と
の
奥
深
き
名
言
や
舞

台
演
出
に
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
数
々
の
ミ
ス
に
も
め
げ
ず

に
必
死
に
打
ち
込
め
て
、
き
っ
と
団
員
の
他
の
皆
様
も

同
様
だ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
。 

　
夢
中
な
演
奏
が
確
と
会
場
に
届
い
た
故
の
熱
っ
ぽ
い

拍
手
と
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
の
だ
、
と
自
賛
し
つ
つ
こ

れ
を
励
み
に
ま
た
頑
張
る
ゾ
～
！
！ 

　
　
取
手
Ｓ
Ｅ
ギ
タ
ー
パ
ー
ト
　
柿
崎
利
雄

取
手
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
４
回
定
期
演
奏
会
を
終
え
て

　
去
る
　
月
　
日
（
木
）
越
谷
中
央
市
民
会
館
に
て
標

記
演
奏
会
が
催
さ
れ
た
。 

　
越
谷
Ｓ
Ｅ
は
去
る
６
月
４
日
よ
り
鴨
井
次
郎
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
に
練
習
を
開
始
し
た
が
、
最
初
は
団
員

数
が
７
名
と
少
な
く
、
こ
の
対
策
と
近
隣
楽
団
と
の
交

歓
を
目
指
し
て
、
都
内
北
区
の
滝
野
川
Ｓ
Ｅ
と
埼
玉
県

内
の
川
口
Ｓ
Ｅ
に
友
情
出
演
を
依
頼
し
た
。
両
団
は
私

が
過
去
在
籍
し
て
親
し
い
団
員
が
多
く
、
鴨
井
先
生
は

滝
野
川
も
ご
指
導
さ
れ
て
お
り
、
川
口
の
中
山
喜
雄
先

生
と
も
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
。 

　
演
奏
会
は
越
谷
、
滝
野
川
、
川
口
の
順
で
６
～
７
曲

ず
つ
演
奏
さ
れ
、
最
後
に
川
口
が
演
奏
。
越
谷
、
滝
野

川
と
会
場
全
員
が
歌
で
「
も
み
じ
」
と
「
翼
を
く
だ
さ

い
」
を
合
唱
奏
で
盛
り
上
が
っ
た
。
出
演
者
　
名
、 

お
客
様
は
１
５
０
名
。 

　
終
了
後
の
打
ち
上
げ
に
は
　
名
が
参
加
。
全
員
の
自

己
紹
介
で
終
わ
っ
た
が
、
全
て
予
定
通
り
に
進
行
し

た
。
越
谷
の
団
員
は
今
　
名
と
増
加
傾
向
に
あ
り
団
の

ム
ー
ド
も
よ
い
の
で
、
よ
い
楽
団
に
な
る
と
確
信
し
て

い
る
。 

　
滝
野
川
、
川
口
の
皆
様
、
そ
れ
か
ら
物
心
両
面
の
ご

支
援
を
し
て
下
さ
っ
た
全
シ
連
の
宮
﨑
副
理
事
長
ご
夫

妻
、
山
口
事
務
局
長
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。 

　
（
越
谷
Ｓ
Ｅ
　
岡
村
斉
能
）

越
谷
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

越
谷
Ｓ
Ｅ
の
発
足
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
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